
  

 

21 将来出産を希望する女性の乳房再建として腹部皮弁が 

推奨されるか？ 

 

 

■ 推奨              腹部皮弁による乳房再建後の患者が，出産（経腟，帝王切開とも）は可能で 

ある。しかし，腹部に合併症が生じる可能性がある。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 腹部皮弁の術後に出産した報告は多く，出産後の経過に問題なく腹壁の合併症も生じなかっ

たとの症例報告が複数ある。術後数カ月で妊娠したとの報告1 , 2）や複数回の出産の報告3）もみられ

る。文献的システマティックレビューを行った2 つの論文で，30 例中2 例に小さなヘルニア，1例に筋

膜の菲薄化，1 例に出産の遷延があり4），27 例中5 例（18 .5 %）に腹部合併症が生じたと報告5）さ

れている。 

DIEP flap やms-TRAM flap（muscle-sparing transverse rectus abdominis myocutaneous flap）な

どの腹壁機能を温存した腹部皮弁の普及により腹部合併症は低下したとはいえ，考慮すべき問題であ

る。しかし，将来妊娠を希望する患者に腹部皮弁による乳房再建が禁忌とはいえない。 

 

今後の課題 皮弁採取方法（DIEP fl ap，ms-TRAM fl ap，TRAM fl ap，SIEA fl ap など）の違いによる

合併症の差が示されていない。 
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